
今
ま
で
進
め
て
き
た
各
地
の
開

発
に
は
１
０
０
０
億
円
も
の
補
助

金
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
今
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
開
発
は
、
大
崎
駅

西
口
南
地
区
、
北
品
川
５
丁
目
第

一
地
区
、
大
井
町
西
地
区
、
目
黒

駅
前
地
区
な
ど
で
す
。
今
後
、
さ

ら
に
大
崎
・
五
反
田
・
目
黒
・
武

蔵
小
山
な
ど
の
駅
周
辺
と
１
６
３

号
線
沿
道
の
国
際
自
動
車
教
習
所

跡
地
周
辺
へ
と
拡
大
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
整
備
に

便
乗
し
た
品
川
駅
南
地
区
の

92

ｈ
ａ
の
巨
大
開
発
が
新
た
に
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
品
川
区

ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
都
市
計
画
道
路
29
号
線
と

31

号
線
の
整
備
促
進
が
示
さ
れ
、
新

た
な
沿
道
再
開
発
へ
の
環
境
づ
く

り
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
開
発
計
画
の
旗
振
り

役
は
財
界
・
大
企
業
で
す
。
政
治

が
こ
れ
に
呼
応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
緩
和
と
税
金
を
投
入
し
な
が

ら
各
地
に
拡
大
、
品
川
区
は
そ
の

計
画
の
大
き
な
柱
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
は
あ
ら
た
め
て
開
発
計

画
を
止
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

区
民
は
、
巨
大
ビ
ル
を
つ
く
り

続
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
強
い
不
満

を
抱
い
て
い
ま
す
。

共
産
党
が
昨
年
行
な
っ
た
区
政

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

①
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
国
際
都

市
づ
く
り
に
つ
い
て
、
「
さ
ら
に

進
め
て
ほ
し
い
」
は

11
％
に
対

し
、
「
こ
れ
以
上
は
や
め
て
ほ
し

い
」

は
65
％
で
し
た
。

②
大
型
開
発
へ
の
補
助
金
投
入
は
、
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再
開
発
な
ど
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
段
落
し
た
・
・
？

大
崎
駅
周
辺
、
大
井
町
駅
周
辺
、
目
黒
駅
前
、

武
蔵
小
山
駅
周
辺
、
都
市
再
生
整
備
な
ど

続
く

一段落といいますが

開発予算３０億余円
新年度予算に、相変わらず開発補助金が多額に計上されています。

区は、「ハザマの時期だから少ない」といいますが、本当にそうでしょ

うか。予算概要をざっと見ただけでも３０億円にもなっています。

区議団が実施したアンケートで「税金投入は止めるべきだ」は72％

もありましたが、この意思に応えるべきではないでしょうか。

区
民
世
論
は
「
開
発
に
反

対
」



項目 金額
品川駅南口地域周辺まちづくり事業 １５００万円
大崎駅周辺地区再開発事業 １７億８９００万円
大井町駅周辺地区再開発事業 ８９００万円
目黒駅前地区再開発事業 ４億２０００万円
都市再生総合整備事業 ７億３６００万円
武蔵小山駅周辺地域整備事業 ３００万円
都市防災不燃化促進事業 ９３００万円

合計 ３１億４５００万円

「
必
要
」
が
10
％
に
対
し
、
「
や

め
る
べ
き
だ
」
 72
％
で
す
。

ま
た
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
も
の

を
聞
き
ま
し
た
が
、
１
位
が
温
暖

化
防
止
で
「
緑
化
の
推
進
と
普
及

支
援
」
57
％
。
２
位
が
「
超
高
層

ビ
ル
の
規
制
」
43
％
、
３
位
は

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
普

及
支
援
」
39
％
と
い
う
結
果
で
し

た
。

開
発
は
「
止
め
て
ほ
し
い
」
と
い

う
区
民
の
意
思
は
明
瞭
で
す
。

新
年
度
予
算
に
新
た
に
品
川
駅

南
口
再
開
発
の
推
進
に
１
５
０
０

万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

品
川
区
は
、
羽
田
空
港
の
国
際

化
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
発
着

駅
周
辺
の
大
規
模
開
発
な
ど
の
動

き
を
受
け
、
国
際
都
市
東
京
の
表

玄
関
に
相
応
し
い
拠
点
性
と
賑
わ

い
を
兼
ね
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
た
い
と
説
明
。
新
聞
報
道

で
は
「
長
期
的
に
は
リ
ニ
ア
の
出

入
口
を
こ
っ
ち
（
品
川
区
）
に
も

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
の
区
長
コ
メ
ン
ト
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
手
を
変
え
品
を
変
え
開

発
を
推
進
す
る
の
は
も
う
止
め
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
ル
ー
ト
は
、
大
震
災
の
震
源

域
周
辺
で
、
二
本
の
大
規
模
断
層

を
横
切
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
点
で
も
心
配
で
す
。

国
は
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
」

の
予
算
を
組
ん
で
、
地
方
に
①
被

災
地
域
に
対
す
る
「
復
旧
・
復
興

事
業
」
と
、
②
全
国
で
活
用
で
き

る
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
」
と

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
区
営
住
宅
の
建
設
費

で
い
う
と
、
地
方
負
担
額
の
借
金

分
（
起
債
と
い
う
）
を
、
国
が
１

０
０
％
出
す
の
で
建
設
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
は

「
地
方
の
財
源
が
不
要
」
と
い
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
補
助
金
を
大

い
に
活
用
し
て
区
営
住
宅
の
建
設

を
す
れ
ば
、
区
民
は
大
変
喜
ぶ
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
区
民
の
願
い
が

表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
開
発
よ
り

低
廉
な
家
賃
の
住
宅
建
設
こ
そ
や

る
べ
き
で
す
。

こ
の
補
助
金
の
活
用
は
住
宅
建

設
だ
け
で
な
く
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
や
耐
震
化
、
身
障
者
や
高
齢
者

に
優
し
い
住
宅
改
造
費
、
マ
ン
シ
ョ

ン
供
用
廊
下
な
ど
の
段
差
解
消
な

ど
に
生
か
さ
れ
、
全
国
各
地
の
自

治
体
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

品
川
区
も
活

用
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

２０１２・２・２６ １０８６号

生
活
・
雇
用
・
子
そ
だ
て
・
教
育
な
ど
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

連
絡
先

南
恵
子
区
議
会
議
員

電
話(

３
７
９
０)

１
５
２
３

リ
ニ
ア
新
幹
線

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
費
に
１
５
０
０
万
円

平和大好き
３月４日（日)
中小企業センター

朗読集団「風」
が出演します

区
民
の
願
い
は
開
発
よ

り
区
営
住
宅
建
設
こ
そ


